
　新しい施設２棟（各６名定員）は、昨年９月に着工し今年２月末に完成。本園のグラウンド南側に建設し、３
月２４日には関係者を集めて施設見学会を開催しました。
　施設は、長門市出身の童謡詩人 金子みすゞの詩のタイトルにちなみ、男子棟が「星の家」、女子棟が「たんぽ
ぽの家」とネーミング。４月から入居がスタートし、子どもたちは新たな環境で新年度を迎えました。
　子どもたちが、俵山地区の素晴らしい自然環境と人情豊かな地域の中で、社会生活で必要な生きる力を育み、
いきいきのびやかに安全で安心して生活できることを目指しています。

もくじ
P1　俵山湯の家　グループケア棟完成！ 
P2〜3　令和４年度長門市社協事業内容
P4〜5　長門市社協会長表彰・お知らせ ほか 
P6〜7　ぜんぎんの窓口・人事異動・特別会費
P8　サロン紹介・地域福祉推進セミナー QR コードを読み取ると簡単に見ることができます。 

長門市社協
ホームページ

長門市社協
フェイスブック

更新中！
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児童養護施設 俵山湯の家

　小規模グループケア２棟が完成！
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令和４年度
主な事業内容

　
長
門
市
社
協
の
令
和
４
年
度
事

業
計
画
及
び
予
算
が
、
先
の
理
事

会
、
評
議
員
会
に
お
い
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
本
年
度
の
事
業
計

画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♢ 基 本 方 針 ♢
　長門市社会福祉協議会では、長門市の更なる地域福祉の推進と充実を図るた
め「第 4 次長門市地域福祉活動計画」を策定し、新しい基本理念である『みん
なが主役！誰もが安心して暮らせる長門づくり』の実現に向けて、市民の皆様
から寄せられた意見や要望に耳を傾けながら、困った時に頼りにされる組織と
なるべく、役員職員が一丸となり様々な事業を展開します。
　基本目標として、１ 思いやりの心を育む「ひとづくり」 2 支え合う地域を創
る「つながりづくり」 ３ 未来の長門へつなぐ「し
くみづくり」の３本柱を掲げ、それぞれの柱に沿っ
た活動目標をもとに事業を実施します。一人一人
が取り組むこと、地域みんなで取り組むこと、社
協が取り組むことを、それぞれの立場で皆様と共
にできることから実践し、様々なニーズに応じ新
たな取組へ挑戦していきたいと考えています。

 

法
人
運
営
部
門

（
１
）
法
人
運
営

　

①
理
事
会
、
評
議
員
会
、
監
事
会
運
営

　

②
事
務
局
（
支
所
）
運
営

　

③
部
会
、
委
員
会
運
営
等

　
　

・
地
域
公
益
活
動
推
進
協
議
会
事
務
局

（
２
）
組
織
基
盤
の
整
備

　

①
苦
情
解
決

　

②
第
三
者
評
価
委
員
の
設
置

（
３
）
各
種
大
会
の
開
催

　

①
社
会
福
祉
大
会
開
催
（
奨
励
・
支
援
）

　

②
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
支
援

（
４
）
各
種
募
金
活
動

　

①
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　

②
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

（
５
）
広
報
・
啓
発
活
動

　

①
広
報
紙
（
し
あ
わ
せ
な
が
と
）

　

②
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
運
営

　

③
福
祉
PR
キ
ャ
ラ
「
ほ
え
っ
ぴ
ー
」
の
活
用

　

④
ふ
れ
あ
い
ベ
ン
チ
設
置

（
６
）
福
祉
団
体
等
へ
の
活
動
助
成

　

①
地
区
社
協
（
７
ブ
ロ
ッ
ク
）
助
成

　

②
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
助
成

（
７
）
福
祉
教
育
、
福
祉
人
材
の
養
成

　

①
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
支
援

　

②
福
祉
教
育
活
動
推
進

　

③
学
校
等
へ
の
ふ
く
し
出
前
講
座
開
催

（
８
）
施
設
の
管
理
・
運
営

　

①
長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
指
定
管
理
）

　
　
（
２
階
相
談
室
…
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　

②
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型
「
た
け
の
こ
村
」

　

③
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
資
機
材
備
蓄
倉
庫

　

④
事
務
局
（
各
支
所
）
施
設

　

⑤
介
護
保
険
事
業
所

　

⑥
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」

　

⑦
へ
き
地
保
育
所
「
俵
山
幼
児
園
」

　

⑧
児
童
養
護
施
設
「
俵
山
湯
の
家
」

（
９
）
住
民
活
動
の
支
援

　

①
福
祉
バ
ス
運
行

 

地
域
福
祉
活
動
部
門

　

①
地
区
社
協
活
動
推
進

　

②
自
治
会
福
祉
部
活
動
推
進

　

③
家
族
介
護
者
ミ
ニ
交
流
会
開
催

　

④
地
域
の
居
場
所
の
整
備

　

⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
設
置
、
運
営

　

⑥
生
活
支
援
体
制
の
整
備
（
新
規
）

　

⑦
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
事
業
研
究
（
新
規
）

　

⑧
労
働
者
協
同
組
合
法
に
よ
る
事
業
検
討
（
新
規
）

 

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門

　

①
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

②
居
宅
介
護
支
援

　

③
訪
問
介
護

　

④
訪
問
入
浴
介
護

　

⑤
通
所
介
護

　

⑥
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護

　

⑦
総
合
事
業

　
　
（
訪
問
型
・
通
所
型
〈
地
域
版
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
〉）

　

⑧
は
つ
ら
つ
外
出
支
援

主
な
事
業
内
容

＝赤い羽根協同募金配分金事業

＝一部に善意銀行財源を活用
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「第4次長門市地域福祉活動計画」
（ほえっぴープラン）を策定しました!
　今年３月、 長門市社会福祉協議会では、将来に向けた
福祉施策及び諸活動を計画的に進めるための「第4次長
門市地域福祉活動計画」（計画期間：令和４年度～８年度）
を、市の「第4次長門市地域福祉計画」と協働で策定し
ました。
　本会が開催する各種研
修会において、本計画「概
要版」を用いてご紹介して
いきますので、よろしくお
願いいたします。

（5ページに詳細を掲載しています。）

▶ 基 本 目 標 ◀

１ 思いやりの心を育む「ひとづくり」
２ 支え合う地域を創る「つながりづくり」
３ 未来の長門へつなぐ「しくみづくり」

　

⑨
障
害
者
総
合
支
援

　
　

・
居
宅
介
護

　
　

・
移
動
支
援

　
　

・
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

・
障
害
者
相
談
支
援

　
　

・
計
画
相
談
支
援
（
障
害
者
・
障
害
児
）

　

⑩
福
祉
機
器
貸
出

　
　

・
福
祉
車
両

　
　

・
福
祉
用
具

　

⑪
介
護
用
品
等
給
付

　
　

・
赤
い
羽
根
ス
テ
ッ
キ

 

住
民
参
加
型
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
門

（
１
）
社
会
参
加･

生
き
が
い
の
推
進

　

①
サ
ー
ビ
ス
ま
ご
こ
ろ
（
住
民
参
加
型
有
償
サ
ー
ビ
ス
）

　

②
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
支
援

　

③
ふ
れ
あ
い･

い
き
い
き
サ
ロ
ン
推
進

　
　

・
サ
ロ
ン
開
設
、
助
成

　
　

・
サ
ロ
ン
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修

（
２
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア･

市
民
活
動
の
推
進

　

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

②
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
用
機
器
の
貸
出

　

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
一
部
負
担

　

④
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
へ
の
協
力

　

⑤
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
用
資
機
材
の
確
保

 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
支
援
部
門

（
１
）
相
談
支
援
活
動

　

①
福
祉
総
合
相
談

　

②
法
律
相
談
へ
の
支
援

　

③
日
常
生
活
自
立
支
援
（
地
域
福
祉
権
利
擁
護
）

　

④
成
年
後
見
相
談
支
援
、
受
任

　

⑤
ひ
き
こ
も
り
支
援

　

⑥
障
害
者
相
談
支
援

　

⑦
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

（
２
）
た
け
の
こ
村

　

①
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
Ⅱ
型

　

②
「
竹
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品
・
製
品
づ
く
り
や

　
　

農
作
業
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
、
授
産

　

③
障
害
者
相
談
支
援
事
業
所
（
委
託
・
計
画
相
談
）

（
３
）
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援

　

①
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
（
市
受
託
）

　
　

・
自
立
相
談
支
援

　
　

・
家
計
改
善
支
援

　
　

・
就
労
準
備
支
援

　

②
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
（
自
主
事
業
）

　
　

・
自
立
支
援
ホ
ー
ム
の
運
営

　
　

・
緊
急
支
援

　
　
　
　

法
外
援
護
資
金
貸
付

　
　
　
　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
等

　

③
資
金
貸
付
（
県
資
金
）

　
　

・
生
活
福
祉
資
金
貸
付

　
　

・
生
活
安
定
対
策
資
金
貸
付

 

児
童
福
祉
部
門

（
１
）
児
童
福
祉
の
推
進

　

①
へ
き
地
保
育
所
運
営
（
俵
山
幼
児
園
）

　

②
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

③
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
貸
出

（
２
）
俵
山
湯
の
家

　

①
児
童
養
護
施
設
運
営
（
俵
山
湯
の
家
）

　
　

・
入
所
児
童
の
養
護
支
援

　
　

・
子
育
て
短
期
支
援

　
　

・
グ
ル
ー
プ･

ケ
ア
（
３
ヶ
所
）
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長
門
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
表
彰

会
長
表
彰

◆
長
門
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
推
薦

【
受
彰
者
の
ご
紹
介
】
※
順
不
同

・
林
　
　
勝
義
　
様

・
宇
野
　
秀
子
　
様

・
長
谷
川
一
道
　
様

・
宮
川
　
昭
治
　
様

・
宇
野
　
貴
子
　
様

・
山
本
　
康
江
　
様

・
藤
井
　
信
義
　
様

・
瀬
川
　
孝
二
　
様

・
久
保
田
啓
子
　
様

・
長
井
　
公
佑
　
様

　
　
　
　
　
　
　
以
上
十
名

　
三
月
三
十
日（
水
）、
長
門
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
、

表
彰
状
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
彰
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

受付窓口　長門市社会福祉協議会　事務局・各支所

受付中 災害義援金を募集しています
義援金の種類 受付期間

 令和４年３月福島県沖地震災害義援金 令和４年６月３０日（木）まで

民
生
委
員
・
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員

俵山幼児園　卒園式
3 月 25 日 (金)、俵山幼児園の卒園式が行われました。令和 3 年度は 2 名の園児が卒園となり、
元気よく卒園証書を受け取りました。ご卒園、おめでとうございます！
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みんなが主役！
誰もが安心して暮らせる長門づくり

　基本理念をもとに、３つの基本目標を立てました。３つの基本目標が
交わり合い、その目標を達成するため、活動目標を定めました。

思いやりの心を育む
基本目標①

基本目標② 基本目標③

基本理念

支え合う地域を創る 未来の長門へつなぐ

みんなが主役 !
誰もが安心して

暮らせる
長門づくり

「ひとづくり」

「つながりづくり」 「しくみづくり」

　地域のみんなが、お互いを尊重し、思いやりの
心を育むことができるように「ひとづくり」に取
り組みます。

　地域のみんながお互いに支え
合うことができる「つながりづ
くり」に取り組みます。

地域福祉活動計画とは・・・
　地域福祉の推進を目的とし
て、地域住民や地域関係組織・
団体、関係機関が相互に協力
し、長門市社協が策定する民
間の活動・行動計画です。

　一人一人が取り組むこと、地域みんなで取り組むこ
と、社協が取り組むことを、それぞれの立場で、皆様
と共に、できることから実践し、様々なニーズに応じ
新たな取組へ挑戦していきたいと考えています。

　子どもから高齢者まで、障害の有
無など違いに関係なく、安心して暮
らしていくことができる「しくみづ
くり」に取り組みます。

第
４
次
長
門
市
地
域
福
祉
活
動
計
画

基本理念

令和4年度  赤い羽根共同募金助成
　長門市内で活動する福祉団体やボランティア団体の支援を目的に、赤い羽根共同
募金の配分金を財源とした助成を行います。

助成対象
事　　業

（１）ボランティア活動を行っている団体が実施する事業
（２）障害者など当事者団体や家族会が実施する事業
（３）社会福祉活動をしている団体が実施する事業

助成金額 １団体あたり 100,000 円を上限とします。

審　　査 申請内容の聞き取り及び長門市共同募金審査委員会で審査

募集期間 令和４年７月１日（金）〜７月 29 日（金）

申請方法
申請書及び添付書類を郵送又は持参により提出してください。
※申請書は長門市社会福祉協議会事務局・各支所にて、又はホームページよりダウンロードしてください。

問合せ・
申込み先

長門市共同募金委員会 事務局（長門市社会福祉協議会内）
〒 759-4101　長門市東深川 1321-1
TEL：22-8294　FAX：22-4340　担当：髙下・藤田

赤い羽根

共同募金
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善意
銀行窓 口

の
ぜんぎん

　この寄付金は、地域福祉事業の充実発展のため、
大切に使わせていただきます。
　また、社会福祉協議会では、結婚・出産等の祝
いや香典・玉串料のお返し、お見舞い返し、チャ
リティー等のご寄付を常時受け付けておりますの
でよろしくお願いします。

香 典 返 し

※油谷地区の寄付報告については、本社協だより掲載をもって返礼
はがきの郵送に代える習慣となっています。

寄付者名 ご住所 逝去者ご芳名 寄付額
通

後根　幸代子 通 9 区 御主人 健治 金一封
石 津 公 雄 通 1 区 御尊父 虎英 金一封

仙　　　　　　　崎
白鞘　喜代子 白潟 1 区 御主人 睦央 金一封
山 本 　 明 白潟 3 区 御母堂 ヨシ子 金一封
花 谷 正 浩 大泊 御母堂 アヤ子 金一封
津 田 孝 幸 大泊 御尊父 晴夫 金一封
刀 祢 正 枝 鳥越 2 区 御尊父 中野新一 金一封
中 村 泰 夫 新開町 御母堂 和美 金一封
末冨　紀代美 鳥越 2 区 御母堂 大深カズ子 金一封
白 井 澄 子 本町 御主人 進 金一封
匿 名 金一封

深　　　　　　　川
森 野 康 範 山小根 御尊父 権治 金一封
山 﨑 隆 弘 湊 2 区 御母堂 豊子 金一封
光 谷 芳 江 緑ヶ丘 御母堂 石井フサ子 金一封
山 内 秀 男 田屋 御尊父 和也 金一封
平 井　由紀子 中山 御母堂 中野クリ 金一封
宮 﨑 由 子 真木 御尊父 禮 金一封
松 原 　 カズヱ 板持 4 区 御主人 育雄 金一封
中 原 静 江 田屋 御主人 進 金一封
河 本 弘 美 小河内 御主人 恒夫 金一封
秦 　 美 智 子 正明市 5 区 御主人 直正 金一封
森 田 妙 子 開作 御令兄 松尾　晃 金一封
林 　 由 美 子 上川西 1 区 御母堂 康子 金一封
大 内 國 幹 田屋 御母堂 淳子 金一封
河 村 久 美 坂水 御尊父 順一 金一封
有 田 澄 江 山小根 御主人 春一 金一封
山 根 淳 夫 山小根 御母堂 益子 金一封
松 谷 佳 政 藤中 御母堂 俊子 金一封
山 田 啓 子 板持 4 区 御母堂 世良冨江 金一封
山 根 利 勝 湊 1 東区 御母堂 富美子 金一封
岡 　 啓 子 正明市 5 区 御尊父 功 金一封
野村　美 津子 三ノ瀬 御母堂 山根春子 金一封
宮 国 広 登 正明市 3 区 御令室 住江 金一封
原 　 勝 則 殿台 御令室 法子 金一封

俵　　　　　　　山
岡 村 　 薫 下安田 御尊父 幸男 金一封
本 田 忠 人 郷 御令室 サチ子 金一封
西 本 達 夫 大羽山 御尊父 忠明 金一封

三　　　　　　　隅
山 下 　 修 樅の木 御母堂 淸子 金一封
阿 部 徹 也 浅田 御尊父 英美 金一封

寄付者名 ご住所 逝去者ご芳名 寄付額
木 村 和 子 沢江 御母堂 村田シナ子 金一封
熊 野 和 正 三隅中村 御尊父 勇 金一封
坂 水 正 志 豊原 御母堂 フジエ 金一封
白 井 正 治 野波瀬 御母堂 智和子 金一封
三 好 　 勆 飯井 御令室 ヤス子 金一封
白井　江 美 子 野波瀬 御主人 健一 金一封
河 野 成 美 野波瀬 御母堂 八重子 金一封
上 野　美 代子 野波瀬 御主人 雄次 金一封
川 﨑 英 夫 浅田 御尊父 恒夫 金一封

日　　　　　　　置

清 水 宏 理 古市新町 御尊父 雅英 金一封
増 野 　 徹 黄波戸 御母堂 敏子 金一封

油　　　　　　　谷
藤 成 　 健 上り野 御母堂 眞佐子 金一封
岡 藤 洋 子 掛渕 御主人 三郎 金一封
伊 村 　 隆 河原 御母堂 フジ子 金一封
菊 本 一 博 川尻西 御尊父 時雄 金一封
岡 田 紀 恵 伊上浦 御尊父 西上敬一 金一封
松 岡 秀 樹 川尻西 御母堂 静子 金一封
米 田 弘 子 山根 御母堂 サダ子 金一封
西 村 俊 惠 東立石 御主人 克也 金一封
末 永 晴 夫 青村 御母堂 スエ子 金一封
山 本 龍 子 人丸 御主人 和男 金一封
松 下 久 義 掛渕 御尊父 勇 金一封
中 村 力 雄 川尻西 御母堂 静江 金一封
原 田 敏 成 南方 御尊父 堯 金一封
小 林 照 子 中畑 御主人 雅俊 金一封
荒 川 拓 修 東立石 御尊父 止一 金一封
古 澤　美 根子 田上 御母堂 磯中多喜恵 金一封
平 岡 雄 介 中ノ森 御尊父 米嗣 金一封

俵 山 湯 の 家
本 田 耕 吉 木津 御尊父 晋造 金一封

市　　　　　　　外
植田　美 智子 宇部市 御母堂 入江和子 金一封

見　舞　返　し
寄付者名 ご住所 寄付額

油　　　　　　　谷
髙藤　三千枝 川尻東 金一封
大﨑　アヤノ 東津黄 金一封

2022年2月1日
〜2022年3月31日
（受付順、敬称略）
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一般寄付（篤志）　
寄付者名 ご住所 寄付額

法　　　　　　　人
第一生命保険株式会社長門営業オフィス 金一封

仙　　　　　　　崎
北下　健二郎 大泊 3,000円

深　　　　　　　川
益岡　喜美子 東深川 金一封

三　　　　　　　隅
匿　名 2,702円

日　　　　　　　置
中野　美佐子 大内山上 金一封
西組海岸寺仏教婦人会 黄波戸 金一封

俵 山 湯 の 家

日本児童養護施設財団 東京都 50,000円

物　品　寄　付
寄付者名 内　　　　　容

油　　　　　　　谷
匿　名 米
匿　名 米

俵 山 湯 の 家
匿　名 菓子ほか

期間内に下記のご寄付をいただきました。
厚く御礼申し上げます。（含非掲載分）

件　数 金　　額
香 典 返 し 72 1,645,000 円
見 舞 返 し 3 15,000 円
篤 志　 他 11 110,702 円

合　計 86 1,770,702 円

特
別
会
費
納
入
の
お
願
い

　
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の
進
行
に
よ
り

発
生
し
て
い
る
多
く
の
福
祉
課
題
に
対
し
、
専
門
職
に
よ
る
各
種

の
相
談
支
援
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
（
す
べ
て
非
収
益
事
業
）。

組
織
を
安
定
的
に
運
営
し
て
い
く
た
め
の
経
費
（
人
件
費
を
除
く
）

が
、
毎
年
六
〇
〇
～
八
〇
〇
万
円
程
度
不
足
し
て
い
ま
す
。
本
市

の
厳
し
い
経
済
状
況
等
を
勘
案
し
、
本
会
で
は
当
分
の
間
、
市
民

の
皆
様
に
一
般
会
費
の
増
額
を
お
願
い
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
い
て
は
何
卒
、
個
人
（
一
口
以
上
）、
団
体
・
企
業
（
三
口
以
上
）

の
納
入
に
つ
い
て
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ご
連
絡
頂
け
れ
ば
集
金
に
参
り
ま
す
。

特
別
会
費
納
入
の
お
礼

特
別
会
費  

一
口 

＝ 

一
、〇
〇
〇
円

令
和
三
年
度
納
入
分
　
　
　
※
敬
称
略

団
体
・
企
業
会
員
（
三
口
以
上
）

・
有
誠
社
印
刷
所
　
　
　
　
　
　
　
　
十
口

・
ゆ
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　
十
口

・
長
門
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
　
　
五
口

・
日
置
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
　
　
　
三
口

・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ゆ
う
ゆ
う
　
　
三
口

個
人
会
員
（
一
口
以
上
）

・
藤
野
　
忠
次
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
十
口

・
澤
村
　
有
利
生
　
　
　
　
　
　
　
　
十
口

・
加
茂
　
善
成
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
口

・
西
村
　
亥
子
代
　
　
　
　
　
　
　
　
五
口

・
久
保
田
　
正
彦
　
　
　
　
　
　
　
　
五
口

・
松
下
　
香
津
恵
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口

・
吉
岡
　
薫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口

・
田
村
　
洋
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口

・
髙
下
　
由
紀
子
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口

・
濱
谷
　
孝
次
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
口

・
磯
部
　
則
行
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
口

ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
新
規
採
用
】　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

金
谷
　
輝
一
　
総
務
課
主
査

田
中
　
優
子
　
在
宅
福
祉
課
主
事

秤
谷
　
翔
太
　
地
域
福
祉
課
主
事
補

大
田
　
桃
子
　
湯
の
家
　
児
童
指
導
員

中
村
　
瞭
介
　
湯
の
家
　
児
童
指
導
員

安
藤
　
美
祐
　
湯
の
家
　
児
童
指
導
員

谷
口
　
和
美
　
湯
の
家
　
保
育
士

松
原
　
凌
空
　
湯
の
家
　
保
育
士

三
笠
　
瑚
桃
　
湯
の
家
　
保
育
士

【
異
　
動
】　
※
４
月
１
日
付
、
正
職
員
の
み
掲
載

久
保
田
正
彦
　
事
務
局
次
長

髙
下
由
紀
子
　
地
域
福
祉
課
長

濱
谷
　
孝
次
　
地
域
福
祉
課
長
補
佐

藤
田
　
勝
士
　
地
域
福
祉
課
主
任

山
本
　
美
穂
　
地
域
福
祉
課
　
油
谷
支
所
福
祉
活
動
専
門
員

中
村
　
友
姫
　
総
務
課
主
事

久
保
田
欣
康
　
た
け
の
こ
村
村
長

前
田
美
沙
恵
　
西
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長

長
尾
美
奈
子
　
ゆ
や
訪
問
介
護
事
業
所
介
護
職
員

奥
永
　
安
澄
　
か
よ
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
職
員

花
岡
　
美
妃
　
ゆ
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
介
護
職
員

田
島
　
宏
樹
　
湯
の
家
　
事
務
員

職
員
人
事
異
動

　第一生命保険株式会社長門営業
オフィス様よりご寄付をいただき
ました。長門市の地域福祉活動に
活用させていただきます。ありが
とうございました。

ご寄付いただきました

令和 4年 5月 1日　　第 103号 社協だより　 しあわせながと
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ふれあい・いきいき

サロン紹介
ふれあい・いきいきサロンとは

　みんなで集まり「楽しく」「気軽に」 
「無理なく」過ごせる場所を地域の中に

つくり、参加する人と運営ボランティアさんが
自由な発想で企画し、自主的に運営する

活動です。 

　平成 28 年 4 月に発足し、6 年目を迎えました。
　ここ後畑は住み心地の良い地域ですが、家では一人、笑
うこともないという方が多くなりました。サロン会では笑
える楽しい時間が持て、長生きしてよかったと思えるよう
毎月趣向を変えて活動をしています。
　まず、最初に健康で楽しく過ごせるように体操をして体
を動かすことから始まります。その後、皆で工作やゲーム
をしたり、カラオケやグランドゴルフ、果物狩りの旅行な
ど体を使う活動を取り入れています。また、時には外部の
講師をお招きして指導いただいたりしています。
　中でも会食は最大の楽しみです。みんなでおしゃべりし
ながら身近な話題などで大盛り上がりできるのを心待ちに
しています。

うつがいきいきサロン会
（油谷後畑地区）

●参加者：16 名　  ●スタッフ：5 名
●参加費：500 円　●会　場：旧文洋小学校

編集・発行
社会福祉法人　長門市社会福祉協議会
〒759－4101
長門市東深川1321－1 長門市地域福祉センター内
TEL（0837）22－8294　 FAX（0837）22－434 0
E-mail　 shiawase@nagatoshakyo.jp
HPアドレス　http://www.nagatoshakyo.jp

〜　編　集　後　記　〜
　少し前まで寒かったような気がしますが、すっかり暖
かくなり、あっという間に桜も咲いて散って・・・と、日々
の流れがとても早い気がしています。新年度になり、長
門市社協も新しい仲間を迎えての晴々しいスタートとな
りました。今年度もよろしくお願いします！

令和４年度　長門市社会福祉協議会

地域福祉推進セミナー開催!
　第 4 次地域福祉活動計画を具体的に推進していくため、地域の皆さんとともに、国や全国組織
の取組、他県他市の実践事例を学び、長門市の今後の活動発展につなげるセミナーとなっています。

申込み・問合せ先　長門市社会福祉協議会 事務局　☎ 22-8294

日　時　 令和４年５月 14 日（土）10:00 〜正午　※受付 9:30 〜

会　場　 長門市中央公民館 大講堂

駐車場　 中央公民館、市役所、湊漁協駐車場（湊漁協駐車場からは送迎車あり）

定　員　 200 名【参加申込必須：５月６日（金）まで】

内　容　 特別講演「みんなが安心して暮らせる福祉でまちづくり」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜地域共生社会の実現に向けて〜
　　　　　講師：中部学院大学 教授 佐

さ

甲
こ う

 学
まなぶ

 氏（前全国社会福祉協議会民生部長）


